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会 議 録 
          

審議会等名  平成 27 年度  第２回三条市学校給食運営委員会   

公開の別  全部公開         

開催日時  平成 28 年２月 22 日（月）  午後２時 00 分～午後２時 58 分     

開催場所  三条市役所 栄庁舎 ３階 大会議室 傍聴者の有無 有 

出席者氏名  出席委員 13 名［委員定数 18 名］     

   山田喜浩（裏館小校長） 青木孝史（第二中校長） 飯田 満（月岡小校長） 

   駒木根康子（上林小校長） 山田勝志（大面小校長） 大井英夫（飯田小校長） 

   坪井さつき（三条小 PTA） 宮内安貴子（井栗小 PTA） 淡路由美子（須頃小 PTA） 

   原 達也（大島中 PTA） 小山栄子（栄北小 PTA）  

  捧 厚雄（三条市監査委員） 長谷川直子（三条地域振興局）  

  

 

事務局 

長谷川教育長 

志賀徹也（一ノ木戸小校長） 

 

 

久住教育部長 

高橋邦彦（嵐南小校長） 

 

 

笹川教育総務課長 

田村教育総務課長補佐兼

食育推進室長 

   
大橋教育総務課長補佐兼 

共同調理場長 

大谷教育総務課庶務係長 

 
 

   前田栄養士（食育推進室） 中条栄養士（井栗） 小川栄養教諭（嵐南） 

   吉田栄養教諭（嵐南） 金子栄養主査（裏館） 丸山栄養教諭（栄） 

   矢澤栄養士（下田） 沖田栄養教諭（一ノ木戸小）    早川栄養主査（嵐南小） 

  
小林主任（教育総務課）       大原職員（教育総務課）      相田職員（教育総務課） 

外山臨時職員（教育総務課） 

   

議題等  報告（1）平成 27 年度（第１・２学期）三条市学校給食調理場給食費会計収入支出状況について 

   議題（1）平成 28 年度三条市学校給食調理場給食費会計収入支出予算案の承認について 

   その他（1）学校給食費未納対策の実施状況について 

  （2）下田学校給食共同調理場の民間委託について 

  （3）学校給食残量調査結果及び牛乳ドリンクタイムの実施状況報告について 

発言内容等    

事務局 

 

 

 

長谷川教育長 

 

 

第２回三条市学校給食運営委員会を開会します。委員定数 18 名のうち 13 名出席、運営

委員会規則第６条の規定により会議成立を報告します。教育長よりあいさつを申し上げま

す。 
 

立春も暦の上では過ぎましたが、まだまだ寒い日が続いております。そういった中、御

多忙な時期に今年度第２回学校給食運営委員会にお集まりいただき、ありがとうございま

す。御案内のとおり、この会は学校給食の適正な運営のために御審議いただく場でござい

ますので、皆さんから学校給食をより良いものにするための忌憚のない御意見をいただき

たいと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

先月１月 18 日から 24 日までの１週間が学校給食の意義あるいは役割について考える全

国学校給食週間でございまして、三条市では今年度は地元の食材が一番収穫される 11 月か

ら２月までの中で調理場ごとに給食週間を設けました。給食について感謝したり学んだり

しながら給食を楽しむ１週間といたしまして、特別献立の提供あるいは給食を作ってくれ

る栄養士や調理員の皆さん、食材生産者との交流など改めて子どもたちに給食について考

えてもらう取組を行っているところでございます。 

学校給食につきましては、１年間を通して子どもたちの体調に配慮し、季節の食材を加

えながら、おいしくかつ安全で安心な食事を提供していくという大変な業務であると感じ

ております。今後とも私ども愛情を込めた給食を届けてまいりたいと考えております。 

本日の会議につきまして、第２学期までの給食費会計の収支状況について御報告すると
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ともに、平成 28 年度の給食費会計予算について御審議をお願いしたいと思っております。

また、併せて給食費未納対策の実施状況、下田調理場の民間委託、残量調査結果、先週

の 18 日に NHK の「あさイチ」で長沢小のドリンクタイムの取組が紹介されていましたが、

ドリンクタイムの実施状況につきましても報告させていただきたいと考えております。 

子どもたちの健やかな成長のため、学校給食の円滑な実施ができますように御意見をい

ただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 
 

事務局 

 

 

 

 

 

山田（喜）会長 

 

 

 

事務局 

 

 

山田（喜）会長 

 

 

捧委員 

 

山田（喜）会長 

 

 

 

山田（喜）会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

山田（喜）会長 

 

宮内委員 

 

大橋補佐 

 

これより議事に入らせていただきます。これからの議事の進行につきましては、会長が

議長を行うという慣例によりまして、山田会長様よりお願いいたします。 

 
「報告（1）平成 27 年度（第１・２学期）三条市学校給食調理場給食費会計収入支出状況につ

いて」 
 
「報告(1)平成 27 年度（第１・２学期）三条市学校給食調理場給食費会計収入支出状況

について」報告します。なお、決算の認定は、３学期が終了し新年度に入ってから改めて

お願いしたいと思いますので御了承ください。 
 

（平成 27 年度（第１・２学期）三条市学校給食調理場給食費会計収入支出状況について説

明） 

 
この収入支出状況につきましては、学期毎に会計監査を実施しております。会計監査報

告をお願いします。 
 
（監査報告） 
 
ただ今の説明に対しまして、御意見・御質問をお願いしたいと思います。 
 
（質疑なし） 
 
発言がないようですので報告を終了します。 

 「議題(1)平成 28 年度三条市学校給食調理場給食費会計収入支出予算案の承認について」

議題とします。事務局より説明をお願いします。 

 
「議題(1)平成 28 年度三条市学校給食調理場給食費会計収入支出予算案の承認につい

て」 
 
（平成 28 年度三条市学校給食調理場給食費会計収入支出予算案の承認について説明） 
 
ただ今の説明に対しまして、御意見・御質問をお願いしたいと思います。 
 
６ページの小学校の牛乳費ですが、１年生が 25 回少ない理由を教えてください。 
 
１年生ですが４月、５月は保育園や幼稚園から来て間もないということで、100cc の牛

乳を提供しております。その分につきましては、200cc の牛乳費とはせず、副食材料費に

含ませていただいております。 
 

山田（喜）会長 

 

 

 

 

 

 

 
しばらくして発言がないようですので、平成 28 年度三条市学校給食調理場給食費会計収

入支出予算案につきましては、原案のとおり承認することに御異議はありませんでしょう

か。御異議がなければ、拍手で御賛同をお願いします。 

 

（拍手で賛同） 
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事務局 

 

山田（喜）会長 

 

飯田委員 

 

 

 

 

笹川課長 

 

 

 

飯田委員 

 

 

 

 

笹川課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田委員 

 

 

山田（喜）会長 

 

 

 

 

事務局 

 

山田（喜）会長 

 

飯田委員 

 

 

 

 

大橋補佐 

「その他(1)学校給食費未納対策の実施状況について」 
 
（学校給食費未納対策の実施状況について説明） 
 
ただ今の説明に対しまして、御意見・御質問をお願いしたいと思います。 

 
現在の進捗状況について、該当する 22 世帯は、資料の２(1)の過年度未納分がある保護

者と考えて良いでしょうか。 
また、２(2)に法的措置についての記載がありますが、現時点において、法的措置を行っ

ている世帯はないと考えて良いでしょうか。 
 
 まず、該当する 22 世帯は、過年度未納分がある保護者であり、現年度分については除い

ております。また、現在、面談を実施した上で、支払計画を提出していただいているとこ

ろですが、最終督促に至っている世帯はありません。 
 
新しい未納対策を実施した結果、資料記載のとおり、面談実施後に 400,000 円余りが納

入されていますが、成果があると考えて良いでしょうか。 
また、未納給食費は多額に上っていますが、今後、納入誓約書に基づいて、定期的に納

入していただき、何年か先には未納額がなくなると見込めるのでしょうか。 
 
現年度分については、給食費も就学援助費に含まれていることから、本人から同意書を

いただいた上で、校長口座に委任していただいているところです。その結果、昨年度と比

べると、小学校の現年度分については、384,000 円分少なくなっており、中学校の現年度

分についても、321,000 円ほど少なくなっています。 
 また、就学援助世帯ではないその他の世帯については、過年度未納分が対象となります

が、学校だけではなく、市教委も一緒に面談をさせていただき、納入誓約書を提出してい

ただきました。その結果、昨年度と比べると、小学校の過年度分については、180,000 円

ほど少なくなっており、中学校の過年度分についても、168,000 円ほど少なくなっている

ことから、成果が出ていると考えています。 
 そこで、返済計画については、何年も先ではなく、対象世帯の事情を考慮し、概ね１年

以内、または、児童生徒が在学している間に分割して毎月納めていただくようお話をさせ

ていただいています。今のところ、返済計画に従って納めていただいていることから、今

後も継続して納めていただきたいと考えています。 
 
学校も努力をしていますが、給食費の未納を回収することは容易なことではないため、

これからもこのような形で進めていただきたいです。 
 
そのほかございますでしょうか。しばらくして発言がありませんので、その他の(1)につ

いては終了させていただきます。 
 

「その他(2)下田学校給食共同調理場の民間委託について」 
 
（下田学校給食共同調理場の民間委託について説明） 

 
ただ今の説明に対しまして、御意見・御質問をお願いしたいと思います。 

 
学校関係者と委託業者と教育委員会が、実際の学校給食の状況について話し合う場を設

けていますか。そのような機会があった方が、教育委員会に対して要望も出しやすいし、

委託業者も実情を学校関係者及び教育委員会に対して伝えやすいと思いますが、そのよう

な予定があるかお聞かせください。 
 
これまで、嵐南、井栗、栄調理場と、順次、民間委託を実施し、平成 28 年度は下田調理
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飯田委員 

 

 

 

 

 

笹川課長 

 

 

 

山田（喜）会長 

 

 

 

 

事務局 

 

山田（喜）会長 

 

坪井委員 

 

 

 

笹川課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坪井委員 

 

 

 

 

 

笹川課長 

 

 

 

 

 

 

場が民間委託となる予定です。委託業者と教育委員会は、月に１回、現状と問題点を話し

合う場を設けています。今後も、継続的にそのような機会を設けた上で、より良い給食を

提供できるよう努めて参りたいと考えております。 
 
委託業者と教育委員会で話し合う場を設けているとのことですが、可能であれば、学校

関係者も入る機会があると良いと思います。私の経験ですと、PTA 代表の方、給食担当、

校長、教頭、業者、委員会を交えて、学校給食の実情を話し合う機会がありました。業者

の方からは、直接学校関係者の話を聞けて良かったとの意見がありました。せめて１年に

１回は、学校関係者を交えてはいかがでしょうか。 
 
現在、委託業者と教育委員会に加えて、県の栄養士も入って協議をさせていただいてお

ります。各小中学校に給食担当の職員がいらっしゃることを踏まえて、平成 28 年度以降進

めていきたいと思います。 
 
そのほかございますでしょうか。しばらくして発言がありませんので、その他の(2)につ

いては終了させていただきます。 
 

「その他(3) 学校給食残量調査結果及び牛乳ドリンクタイムの実施状況報告について」

 
（学校給食残量調査結果及び牛乳ドリンクタイムの実施状況報告について説明） 

 
ただ今の説明に対しまして、御意見・御質問をお願いしたいと思います。 

 
ドリンクタイムについて、低学年にとっては、お腹がいっぱいの状態で牛乳だけを飲む

ことが辛いと聞いております。具体的な対策が執られているのか疑問に感じました。各学

校の子どもたちの様子を把握していますか。 
 
低学年について、給食を食べた後、お腹がいっぱいになって飲めないという声が上がっ

ているということを把握しております。28 校が給食時間の直後にドリンクタイムを実施し

ているところですが、継続して実施させていただいているところです。 
ただ、小学校低学年にとって、特に冬場は、200cc の牛乳を飲むのは厳しいという意見

があったことから、学校給食に携わる栄養士及び食育に携わる栄養士と話をさせていただ

いて、今後どうするか考えていかなければならないと思っております。 
９月から実証させていただいて、約半年が経過しております。学校では最初のうちは戸

惑いがありましたが、最近は落ち着いていると聞いております。学校訪問の際に一緒に給

食を食べさせていただきましたが、違和感なく行っていました。 
来年度以降については、春先や夏場にやっていないことから、継続してやらせていただ

きたいと考えております。 
 
冬場は特に、子どもが冷たい牛乳を飲むこと自体が大変なことです。そこで、牛乳の代

わりにココアやミルク寒天を出すなどの工夫は検討していますか。 
また、残量調査の結果、牛乳の残量が増加したという結果が積み重なっていったとして

も、ドリンクタイムは継続されていくのでしょうか。それとも見直しになるのか、教えて

いただきたいです。 
 
牛乳の残量は増加していますが、牛乳だけを特化したものではなく、献立全体を見させ

ていただいています。全体の中では、100 あるもののうち、残食が少なくなってきている

ということは、それだけ食べていただいていることを意味します。 
 冬場に、子どもが冷たい牛乳を飲むことが大変であることは耳に入ってきているため、

来年度やらせていただく段階において、栄養士等の意見を聞きながら考えていかなければ

ならないと思っておりますが、今年度と同様の形で進めさせていただきたいと考えており

ます。 
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山田（喜）会長 

 

 

 

 

事務局 

 

山田（勝）副会

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 
そのほかございますでしょうか。しばらくして発言がありませんので、その他の(3)につ

いては終了させていただきます。 
ご飯食のおいしい給食をこれからも追求していただいて、子どもたちがおいしいと思え

る給食になるように、お願い申し上げたいと思います。 
 
閉会のあいさつを山田（勝）副会長よりお願いします。 
 
本日、協議していただいた給食費の未納問題ですが、学校の負担が多いところ、教育委

員会にも支援をいただき、感謝しております。 
 今年度も学校給食に関わる皆様による地産地消の献立の工夫、給食だよりの一口メモ、

栄養教諭による食育指導、生産者交流等を実施していただきました。子どもたちへの食に

対する意識や実践力の向上に大変役立ったと思います。当校でも少しずつではありますが、

給食残量が減っております。 
また、各校においては、給食指導や食に対する指導等、各教科、総合的な学習の時間と

関連づけたカリキュラムの工夫、児童生徒の委員会活動、地域保護者との連携によって、

子どもたちの食に対する実践力を高めるよう努力していくところです。 
 本日協議されたことに基づいて、三条市の学校給食を通して、子どもたちが、さらに食

に関する実践力を高めることを願うとともに、皆様が、それぞれの立場で子どもたちの心

身の健全な発展のために、さらに御尽力くださるようお願い申し上げます。 
 
以上で本日の平成 27 年度第２回学校給食運営委員会を終了します。 

以上

   

 


